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1992年 の夏、7月 から8月 にかけて、学生の日本語教育実習に付 き添っ

て、ニュージーランドのクライス トチャーチに滞在 した。庭園都市 と言わ

れるクライス トチャーチの、その中で もひときわ趣深いエイボン河畔のシ

ティ トラベ ロッジ(旧 エイボンホテル)が 宿舎だった。街の中心の大聖堂

までエイボン河畔を歩いて15分 ほどとい う地の利 を得た所で、 これは嬉 し

い事だった。冬でも凍 ることのない この河は、 日本では考えられないほど

澄んだ水が流れている。毎朝ホテルの前の川岸 に行 くと、馴染みになった

鴨たちが集まってくる。朝食の残 りのパ ンくずが彼 らとコミュニケーショ

ンの手段である。毎朝通る一匹の犬に追い回される以外、いじめられるこ

とのない彼 らは、す ぐに手から餌 を取ってい くようになる。 これでもやは

り縄張 りがあるらしく、侵入者 らしきものを追い回しているうちに自分の

取 り分がなくなってしまう、気の毒なボスもいる。鳥好 きの私 としては、

見ていてあきることのない眺めだった。

ある日、高校訪問か らの帰 り道、屋敷林の高木の枝に、雉鳩 よりはるか

に大 きく太っているニュージーランド鳩 を見つけて、感激 したあと、今 ま

で通 ったことのない方からエイボン河畔をた どっていると、一人の男性が

水辺 に腰 をおろして、 じっ と水面 に見入っているのを見つけた。浅 く澄ん

でいる水の底 に白い筋があって、 これを掃除するのかなと思ってみたがそ

れらしくない。ひたすら水面に見入っているのである。 これより少し前、

カンタベ リー大学の石堂先生のお宅 にうかがって歓待 された ときに、エイ

ボン河でも白魚が とれるという話題が出たことがあったので、それなので

一25一



文教大学 言語 と文化 特集号

はないか と思い当たった。じっ くり観察 してみると、白い筋 と見 えたの

は、幅15セ ンチ長さ2メ ー トル ぐらいの板で、 これを2枚 、1メ ー トルぐ

らいの間隔を置いて、流れに直角に敷いた ものだった。男性の左手(上 流

側)に は柄付 きの大きな網が握られている。 こちらの気配に気が付いたの

か、男性 はちょっとふ りかえってうなずいて、すぐに流れに見入 る。視線

は下流側の白い板の上にあ り、もうわき目もふ らず見入っている。私 も静

かに後 ろに立っていた。対岸のあたりをつがいの鴨が泳 いでも、視線 を移

さない。待つ こと約30分 、下流の板の上 にち らちらと影のようなものが見

えた。男性がにわかに緊張する。網を両手で握 り直 し、上流側へ しっか り

沈 める。白魚が来たのだ とこちらも緊張する。次の板の上に白魚の群れが

さしかかった とき、網が ゆっ くりと振 られた。一網打尽 というわ けであ

る。結構奥行 きのある網で、 白魚 どもが一番奥の位置 に入ると、ちょっと

ひねって網 はそのまま沈められる。男性はまたそのまま水 に見入る。次に

網が振 られたのは、およそ30分後 のことだった。約1時 間で2回 、 まこと

に悠然 としたものだった。すっか りその時間の流れに同化 してしまった私

は、それか ら上流の方へゆっ くりと足 を向けたのだった。 しば らく歩 く

と、対岸に老夫婦 と思われる二人が、岸からち ょっと離れて、寄 り添 って

佇んでいるのが見えた。 白魚見物かなと思ったら、その前の川底にはやは

り白い影がある。 これも白魚取 りだった。 もう少し上って橋のた もとまで

行 くと、人はいないで白魚取 りの仕掛けが沈めてあった。 こんなや り方 も

あったのか と思いなが ら、網の一振 りの方が好 きだなとつぶやいていた。

軽い夕食を取 ろうと思って、いっも町中へ行 く。エイボン河畔を歩いて

ゆ くと、自然にヴィク トリア広場から大聖堂の広場へ出る。大抵は夕食の

時間にはまだ早 く、時間つぶ しに大聖堂の中に入っていた。端の方に小礼

拝室があって、 そこは暖房がある。そこでぼんや り辺 りを眺めた り、本を

読んだ りするのである。その ころが夕方の礼拝の時間 らしくキャンドルを
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先頭にガウンをまとった行列が正面横の出口か ら現れて、横を通 ってゆ

く。あるいは気が付いて見ると、いつの間にか大勢の人が広い席を埋めて

いて、にぎやかに歌 う礼拝が始 まっていた りする。時には、私も敬虔な信

者のふ りをして、人々の末に連なっていたりする。信仰が生活の中に確か

に生きていて、教会 は誰にで も開かれている触れ合いの場なのだ というこ

とが、理屈ではな く実感される。 日本の寺 も中世にはこうい うものだった

ろうとひそかに思いなが ら教会を出ると、ライ トアップされた教会の尖塔

が夜空に くっきりと浮かんでいた。

短い期間だったが、いつ もの日本での生活 とは異なる時間の流れの中に

いた ような気がする。いそぐことはない、あせることはない、そのような

思いが心の奥底に棲 みついたようである。
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